
寶
鬘
譬
喩
經

に
於
け
る
大
乘
思
想

高

畠

寛

.

我

譬

喩

鬘

經

の
類

を

調

べ

て

見

よ

う

と
思

い

立

つ
た

の

は
、

今

か

ら

三

十
有

餘

年

前

、

リ
オ

ン

・
フ

ェ
ー

ア

の
梵

本

百

縁

經

の
佛

譯

と

、

ゼ

可

.
エ
ス

・
ス
パ

イ

エ

ル
の
刊

本

梵

文

百

縁

經

を

見

た

と

き

が

始

,-.
　　

め
で

あ

つ

た
、

フ

ェ

、
ー
ア

氏

は
、

佛

譯

百
縁

經

の
序

文

で
、

「
如

意

樹

譬

喩

鬘

(
K
a
lp
a
d
r
u
m
�
v
a
d
�
n
a
m

�
l�
)

や

'

寶

譬

喩

鬘

(
鎚

掌

n
�
v
a
d
�
n
a
m
�
la
)

S

や

う

な

韻

文

化

さ

れ

た
読

話

(
梵

文

百
縁

經

の
散

玄

な

ゐ

盗
封

し

て
)

は

、

百

縁

經

よ

り

も
新

ら

し

い
作

品

で

あ

る

痕

跡

ー

ヴ

ィ

シ

ュ
M

(
V
is
n
u
)
や

、

無

量

光

者

(
諺
日

剛鼠

び
ず
9
)

の
佳

所

で
あ

る

極

樂

.
(
su
k
h
�
v
a
ti
)

の
名

1

を

有

つ

て
居

る
、

ヘ

ヘ

ヤ

し
か
し
、
そ
れ
ら
を
や
た
ら
に
引
用
し
て
居
る
.の
で
は
な
い
が
、
百

縁
經
の
方
侭
、

こ
れ
ら
の
言
葉
を
全
く
知
ら
な
い
や
う
に
見
ゆ
る
」

費
鬘
譬
喩
経
に
於
け
る
大
乗
思
想

と
述
べ
て
居
る
、
し
か
し
、
氏
は
、
そ
れ
以
上
に
、
大
乘
だ
と
か
、

小
乘

と
撃か
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
は
、
何
等
言
ふ
て
は
居
な
い
。

②

次

に
ス
パ
イ
エ
ル
氏
が
梵
文
百
縁
經
を
刊
行
し
た
そ
の
序
文
の
申

に
、
大
体
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
、

「
一
の
重
要
な
る
點
が
、

フ
ェ
ー
ア
氏

に
依
て
觸
れ
ら
れ
な
か
つ

た
、
少
く
と
も
明
確
な
言
葉
で
觸
く
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
、

百
縁
經
は
梵
文
小
乘
經
典
で
あ
り
、
支
那
佛
教
は
小
乘
と
し
て
之

を
知

つ
て
居
る
、
(南
條
目
録
、
第

=
二
二
四
號
參
照
)
た
と
ひ
、

タ
イ
プ

そ
れ
が
、
そ
う
で
な
い
乏

し
て
も
、
小
乘
な
る
型
が
、
次
の
點
に

依

つ
て
現
は
さ
れ
て
居
る
、
帥
ち
、
大
乘

の
概
念
の
全
く
缺
如
せ

る
こ
と
、
歡
主
の
聽
衆
と
隨
從
と
の
數

と
各
目
と
が
比
較
的
簡
單

一↓



な
・る
こ
と
、"
及
び
、
經
に
行
き
亘
る
精
禪
が
、
所
謂
南
方
佛
教
徒

の
聖
典

と

一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
外
部
的
特
徴
に
依
り

て
區
別
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
あ
る
數

に
物
語
を
整

理

す

る

方

法

と
、
全

く
同
じ
定
型
の
文
句
の
多
數

の
繰
り
返
し
と
は
、

こ
の
同

じ
方
向

(
小
乘
的
な
こ
と
)
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
L

と

更
に
進

ん
で
他
の
處
に
於
て
氏
は
い
ふ
。

百
縁

經
と
そ
の
義
釋
文
字

(帥
ち
譬
喩
鬘
文
學
)
と
の
間
の
最
大

の
相
違

は
、
信
仰
の
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
譬
喩
鬘
の
箸
者
逵
は

・大
乘

の
信
奉
者
で
あ

つ
た
。
彼
等

は
大
乘

の
著
色
を
伽

へ
て
物
語

を
語
り
、
叉
、
大
乘

の
思
想
を
以
て
、
物
語
に
滲
透
せ
し
め
た
。

譬
喩
談

の
序
言
に
於
て
、
概
し
て
、
各

々
の
物
語
を
導
く
慣
用
句

(clic
h
�)
に
自
由
な
義
釋
が
な
さ
れ
、
釋
璽
は
、
そ
こ
に
列
擧
せ

.
ら
れ
た
種

々
の
有
惰

に
依
り
て
ば
か
り
で
な
く
、
菩
薩

の
群
に
依

り
て
も
圍
繞
さ
れ
て
、
表
は
さ
れ
る
。
而
し
て
、

こ
の
菩

薩

ら

は
、
勝
者

の
子
　

(
jin
�
u
ra
s�h
)
と
呼
ば
れ
て
居
る

(中
畧
)

次
に
百
縁
經
第
七
十
二
話
の
善
愛
女
縁

の
主
人
公
で
あ
る
善
愛
女

は
、
僣

伽

へ
の
施
物
を
集
む
る
功
徳
を
心
の
中
に
考

へ
、

善
く
読
か
れ
た
る
般
若
波
羅
密
多
法
に
依
り
て
、
わ
れ
は
覺
す
べ

二

　(
p
r
a
jr　�
p
�
r
a
m

it
�
d
h
a
r
in
�
ir

b
o
d
h
a
y
e
y
a
.n

s
u
b
h
�
s
it
�
ih
)
　

と

述

べ

て

居

る

。

佛

陀

は

'

叉

'

b
o
d
h
ir
�
t

(
菩

提

の

王

〉

乏

稱

せ

ら

れ

、

彼

れ

は

、

ま

た

'

sa
m

a
n
ta
b
h
a
d
r
�
m

饗

h

(
普

賢

分

)

即

ち
、
普
く
吉
鮮
な
ゐ
部
分
よ
り
成
れ
ゐ
も

の
と
一癒

れ
る
、
譬
喩
鬘

に

文
學
に
て
、
佛
陀
の
最
も
屡

々
呼
ば
れ
る
名

は

ﾇ
rig
h
a
n
a
(
厚
徳
)

で
、
妙
徳
に
滿
ち
た
る
も

の
の
意
で
あ
る
。

佛
陀
や
菩
薩
の
群
が
、

こ
れ
ら
の
本
文
に
於
て
、
屡

々
現
は
れ
る

と
同
樣
に
、
佛
陀
の
反
樹

者
も
、
ま
た
多
數
現
は
れ
魔
羅
が
甚
だ
、
屡

々
述
べ
ら
れ
て
居
る
ρ

以
上
は
、
如
意
樹
譬
喩
鬘
と
寶
譬
喩
鬘
と
に
つ
い
て
云
は
れ
た
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
の
同
じ
こ
赱
が
、
珂
育
譬

喩
鬘

に
も
適

用

せ

ら

れ

㌔

百
鑾

第
八
議

醜
女
彎

於
て
圭

会

の

。
鼕

蕁

s
t
h
�

女

が

、

前

生

に
於

て
、

迦

葉

波

佛

の
下

に

出
家

し

、

そ

の
教

に

於

て

、

勤

勉

で
あ

つ
た

こ

と

が
語

ら

れ

て

居

る

が

、

百

縁

經

で

は

、

そ

の
教

の
内
容

は
、
'蘊

、

處

等

の
教

理

と
な

つ
て
居

る

が
、

阿

育

譬

喩

鬘

に
於

て

は
、

大
乘

の
根

本

(
m

a
h
�
y
�
n
a
m
�
la
m
)

を

學

ぶ

こ

と

x
な

つ
て

居

る

の
で

あ

る
。

次

に
、

以

上
、

述

べ
た

こ

と

Σ

一
致

す

る

こ

と
は

、

未

來

の
生

活



の
表

現

が

、

無

量

光

者

(A
m
it
�
b
h
a
)

と

極

樂

に

て

の
在

佳

と

に
、

ゆ
ロ

多
く
關
係
を
も

つ
こ
と
で
あ
る
。
百
縁
經
の
第
四
十
三
話
に
相
當
す

る
寶
譬

喩
鬘
の
第
四
話
に
於
て
、
佛
陀
は
、
阿
難

の
求

め

に

應

じ

て
、
餓
鬼
女
の
爲

に
、
餓
鬼
と
地
獄
に
生
れ
た
も

の
と

へ
の
救
濟
の

全
き
教

へ
を
読
示
す
る
、
先
づ
發
心
し
て
、
三
簟
に
歸
敬
せ
よ
、
然

ら
ば
佛
陀

の
光
は
、
や
が
て
、.

彼
等
に
觸
れ
る
で
あ
ら
う
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
人
界
に
生
が
得
ら
れ
る
、
罪
あ
る
も

の
は
、
再
び
、
入

界
に
生

れ
る
と
き
、
自
ら
修
道
の
生
活
、
佛
陀

へ
の
歸
敬
等
を
身
に

行
は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
の
報
果
が
極
樂
で
あ
る
、

そ
こ
に
到

逹

し

て
、
無
量
光
者

の
教
に
従
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

こ
の
方
法
に
て
、

彼
は
常

に
覺
の
路
を
進
み
、
遽
に
涅
槃
に
至
る
で
あ
ら
う
。
と
、

今

一
つ
の
例
を
、
私
は
如
意
樹
譬
喩
鬘
よ
り
引
用
し
よ
う
。
こ
れ

は
百
縁

經
の
第
五
十
二
話
に
相
當
す
る
物
語
で
あ
る
。
あ
る
婆
羅
門

の
子
息

が
、
若
く
し
て
死
し
た
の
で
あ
る
が
、
深
く
悲
歎
し
た
彼
れ

の
父
に
、
自
分
の
生
れ
た
天
界
の
華
麗
さ
を
、
・自
ら
示
し
て
、
彼
れ

の
悲
し
み
を
止
め
、
彼
れ
の
慰
藉
に
加
ふ
る
に
、
次
の
忠
言
を
與

へ

ひ

ニ

　

　に

る
の
で
あ
る
。
今
、
百
縁
經
の
序
文
に
引
用
さ
れ
た
梵
文
を
、
羅
馬

・字
北
す
れ
ば
下
の
如
く
で
あ
る
。

寶
鬘
譬
喩
経
に
於
け
る
大
乗
思
想
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和

譯

、

そ

れ

故

に

婆

羅

門

よ

、

(
屍

體

を

)

捨

て

x
、

薪

材

に

て

燒

か

し

め

よ

、

御

身

、

若

し

、

子

に

愛

あ

ら

ば

、

そ

の

名

よ

り

て

、

瑣

少

な

り

と

も

'施

物

を

與

へ

よ

。

か

く

て

、

そ

の
遺

骨

を

、

恒

河

叉

は

よ

き

聖

處

に

流

し

去

ら

し

め

よ

、

そ

れ

よ

り

、

か

の

御

身

の

子

は

、

疑

な

く

、

天

に

行

く

べ

し

、

三



御

身
↓

σ
い
Lか

に
歎

く

と

も

何

か

せ

ん
、

彼

は
、

い

か

に

し

て
も

、

來

ら
ざ

る

べ
し

、

'
た

と
ひ

、

千

と

せ

の
間

、

御

身

、

常

に

'

か
く

慟

哭

し

つ

Σ
あ

り

と

も

、
之

の
御

身

の

子

は
、

決

し

て
生

き

ざ

る

べ

℃
、

何

物

か

、

げ

に
、

ト死

せ
し

も

の

Σ
、

歸

り

來

り

し

や
、

た

と

ひ
、

日

は

西

に
昇

る

べ

く

も
、

ま

た
、

火

は

冷

や

か
な

る
朕

態

に

な

ら

ん

と

も

、

或

は
、

蓮
花

、

山

に
嘆

か

ん

と

も

、

御

身

の
子

は
決

し

て
、

來

ら

ざ

る

べ

し
、

㍉

か
く
知
り
て
・
芒

・
婆
羅
門
よ
・
屍
體
を
捨
て
会

々

次
に
彼
の
子
は
い
ふ
、

父
は
屍
體
を
燒
き
て
、
出
來
る
だ
け
速
や
か
に
教
主
、
佛
陀

の
弟

子
と
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
佛

へ
の
信
仰
は
、
閻
魔
の
恐
ろ
し
き
使
者

を
彼
れ
か
ら
引
き
止
め
て
、
極
樂

へ
入
る
宅
と
を
、
彼

れ

に
保

證

も
∂
そ

こ
に
佛
使
に
依
り
て
導
か
れ
る
で
あ
ら
う
、

そ
の
幸

な

る

國
「
無

量
光
者
の
支
配
す
る
地
に
て
、
再
び
、
彼
れ
の
子
を
見
出
す

で
あ
ら
う
、
そ
の
偉
大
な
る
教
主
を
禮
敬
す
る
に
よ

り

て
、

兩

者

は
、
遽

に
捏
槃
に
達
す
る
で
あ
ら
う
と
、

四

こ
の
譬
喩
經

の
註
釋
文
學
が
起

つ
た
そ

の
時
代
と
そ
の
場
所
と
に

ア
グ
タ
セ
ナ

於
け
る
大
乘
歡
徒

の
歡
化
者
は
古
い
小
乘

の
聖
典
集
で
あ
る
譬
喩
經

を
、
自
分
達
の
信
仰

の
規
範

と
要
求
と
に
適
應
さ
せ
た
後
、
布
教
の

有
用
な
方
便
と
な
り
得
る
教
化
物
語
の
秀

で
た
る
書
誌
と
し
て
彼
等

に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
と
制
斷
し
た
に
相
違
な
い
、
か
乂
る
も

の
と
考

ふ
る
な
ら
ば
、
韻
文
體

の
譬
喩
鬘
文
學
は
、
佛
教
史
に
と
り
て
興
味

あ
る
、
重
要
な
る
文
書
で
あ
る
、

こ
れ
ら
の
文
學
は
、
大
乘
信
仰
を

有
す
る
在
俗
信
者
の
通
俗
信
仰

と
、
そ
れ

ら
の
信
者
が
常
に
彼
等

の

教
化
師
よ
り
受
け

つ
乂
あ

つ
た
精
紳
上
の
教
義
と
の
活

々
し
た
描
寫

を
與

へ
る
L

以
上
、
長
文
に
亘
つ
た
が
p
ス
パ
イ
エ
ル
氏
の
梵
文
百
縁
經
の
序

文
に
於
て
、
氏
が
譬
喩
鬘
文
學

に
就
て
、

大
乘
に
關
読
し
た
主
な
る

個
所
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
、
こ
れ
に
依

り
て
、
譬
喩
鬘
文
學
が
大

乘
に
屬
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
大
體
、
理
解
出
來
る
と
思
ふ
の
で

tr　

あ
る
、
自
分
は
、
昭
和
十
三
年
末
に
、

こ
の
文
學
に
屬
す
る
寶
喩
鬘

經
の
第

一
卷
を
出
版
し
た
際
、
ス
パ
イ
エ
ル
氏
が
、
そ
の
百
縁
經
の

題
目
に
、
小
乘
に
屬
す
る

(b
elo
n
g
in
gq
to
th
e
H
in
a
y
�
n
a
)
と



明
記
せ
ら
れ
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
區
別
す
る
が
爲
め
に
寶
喩
鬘
經

の
英
文

の
題
目
の
下
に
大
乘
に
屬
す
rCa
(b
elo
n
g
in
g
_to
th
e
M
a
-

h
�
y
�
n
a
)
と
明
記
し
た
の
で
あ
る
、

こ
れ
を
漢
字
で
、
大
乘
寶
喩
鬘

經
と
書

き
、
括
孤
を
つ
け
な
か
つ
た
た
め
に
、
原
文
に
な
い
大
乘
を

加

へ
て
讀
者
に
疑
を
抱
か
せ
た
「で
あ
ら
う
が
、

一
は
前
記
の
理
由
に

依
り
、

一
は
、
從
來
漢
譯
で
は
大
乘

の
譬
喩
經
は
知
ら
れ
て
な
い
と

思
ふ
た
た
め
に

一
般

の
注
意
を
促
す
爲
め
に
、
特
に
大
乘
を
冠
し
た

の
で
あ

つ
た
、
今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
龍
山
章
眞
氏

は
、

い

ち

早
響

く
、

こ
の
書
を
、
大
谷
學
報
で
、
新
刊
紹
介
の
勞
を
と
ら
れ
た
の
で

あ

つ
た
が
、
そ
の
時
、
何
故
に
大
乘
と
冠
し
た
か
の
理
由
を
教
示
さ

れ
た
い
と
の
附
言
が
あ
つ
た
や
う
に
記
憶
す
る
の
で
あ
る
、
自
分
は

そ
の
時
、
お
答

へ
す
る
機
會
を
得
ら
れ
ず
、
叉
、
内
容
を
精
讀
し
て

頂
け
ば
、
自
然
に
了
解
せ
ら
れ
る
と
思
ひ
、
何
等
お
答

へ
も
し
な
か

つ
た
の
で
あ

つ
た
、
今
は
永
遠
に
お
會

い
す
る
機
會
を
得
ら
れ
な
く

な
り
て
、
實
に
同
氏

の
靈
に
封
し
、
相
濟
ま
ぬ
こ
と
Σ
思
い
、
謝
す

・る
次
第

で
あ
、る
、
今
、
茲
に
本
書
の
梵
文
の
二
三
を
和
譯
し
て
、
そ

の
大
乘

思
想
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
と
思
ふ
、

ゆ

だ

贇
鬘
譬
喩
經
の
第

一
話
は
百
縁
經
の
第
三
話
、
竄
惰
子
難
陀
見
佛

費
鬘
警
喩
経
に
於
け
る
大
乗
思
.想

縁
の
大
乘
的
義
釋
で
あ
る
、

一
長
者
あ
り
、

一
子
を
難
陀
と
い
ふ
、

甚
だ
怠
惰
で
あ
り
、
常
に
己
が
室
内
に
て
牀
座
に
あ
り
て
起
た
ず
、

し
か
し
、
極
め
て
聰
慧
に
て
、
衆
を
超

へ
、
寢
臥

の
中
に
於
て
、
經

論
を
讀
み
て
、
眞
實
な
る
法
を
喜
ん
で
あ

つ
た
、
父
な
る
長
者
は
そ

の
怠
惰
を
歎
き
て
、
そ
の
師
な
る
富
蘭
那
な
る
外
道
に
教
化
を
乞
ふ

た
の
で
あ
る
が
、
難
陀
は
こ
れ
に
從
は
ず
、
佛
、
之
を
愍
み
て
、
そ

ρ
家
に
至
り
謬

ふ
に
難
陀
、
喜
ん
で
之
を
迎
ふ
、

こ
Σ
に
於
て
、
難

陀
に
読
法
し
、
之
を
濟
度
し
給
ふ
、
難
陀
自
ら
悔
責
し
て
、
深
く
信

敬
を
生
じ
、
精
勤
と
な
り
、
商
主
と
し
て
、
海
に
入
り
、
寶
を
採
り

て
歸
る
に
至

つ
た
、
後
、
佛
及
び
僣
伽
を
供
養
し
、
こ
の
功
徳
を
以

て
衆
生
を
度
す
る
大
誓
願
を
發
し
、
未
來
世
に
於
て
、
精
進
力
と
號

す
る
佛
と
な
る
べ
し
と
の
佛
の
授
記
を
受
く
る
に
至
る
の
で
あ
る
、

以
上
が
、
こ
の
設
話

の
梗
概
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
第

一
話
と
す
る
本

經
は
、
發
端
に
、

一
切
諸
佛
諸
菩
薩

へ
の
歸
敬
を
以
て

初

め

と
す

る
、
次
に
序
偈
が
あ
る
、

吉
鮮
に
し
て
厚
徳
な
る
佛
は
、
世
に
、
妙正
法
を
読
き
示
し
た
、
そ

の
佛
の
諸

の
教
は
三
界
に
於
て
、
常
に
打
勝

つ
べ
し

こ
れ
よ
り
本
文
が
詩
體
を
以
て
初
ま
る

の
で
あ
る
が
、
読
話
は
凡

五



て
、
柯
育

王
が
優
波
麹
多
奪
者
に
懇
請
し
、
奪
者
は
、
自
分

の
師
の

説

か
れ
し
ま
弍
を
、
そ

の
如
K
∵
三
に
語
る
の
で

あ

る
、

先

づ
、

佛
、
読
法

の
光
景
を
敍
す
る
に
、
佛
は
、
種

々
の
稱
號
を
呼
ば
れ
、

そ
の
佳
所
も
美
辭
を
以
て
形
容
せ
ら
れ
る
、
佛
の
随
從
者
は
聲
聞
、

比
丘
、
菩
薩
衆
で
あ
る
が
、
他
の
大
乘
經
の
や
う
に
、

一
々
の
名
前

は
擧
げ

て
居
な
い
、
読
話
に
依
り
て
出
入
が
あ
り
、
他

の
處
で
は
、

清
信
男
、
清
信
女
等
を
も
擧
げ
て
居
る
、
佛
轄
、

一
切
生
類
の
利
釜

の
爲
に
最
高

の
正
法
を
読
き
、
菩
提
の
道
を
明
か
に
す
る
こ
と
に
な

つ
て
居

る
が
、
こ
の
正
法
を
聽
聞
せ
ん
が
爲

め
に
集

へ
る
群
集
は
甚

だ
廣
範
園

で
あ
る
、
こ
れ
も
読
話
に
依
り
て
多
少
の
出

入

が

あ

る

が
、
大
體

に
於
て
、
天
龍
八
部
を
始
め
成
就
者

(
sid
d
h
�
s)

持

明

者
-(乱
d
y
�
d
h
a
r�
s)

1
切
の
護
世
天
、

諸
牟
尼
、
大
仙
人
、
婆
羅

門
、
刹
帝
利
、
吠
奢
首
陀
羅
を
含
み
、
輔
相
、
家

臣
、

大

人
、

長

者
、
商

人
、
市
民
、
地
方
民
、
邑
落
の
住
民
其
他
の
有
情
が
す
べ
て

佛

の
正
法
を
聞
か
ん
と
、
喜
ん
で
集
ま
つ
た
と
あ
る
、
實
に
當
時
と

し
て
大
衆
的
で
あ

つ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
こ
と
と
想
ふ
、

次
に
読
話
を
中
畧
し
て
、
佛
陀
が
怠
惰
兒
に
読
か
れ
た
読
法
を
梵

文
よ
η
譯
す
る
で
あ
ら
う
、

六

聞
け
、
若
も
の
よ
、
大
幅
あ
る
も
の
よ
、

罪
事
、
幅
事
の
成
就
に
於

て
、

わ
れ
、
汝
に
善
事
に
於
け
る
因
を
読
か
ん
、

そ
を
、
汝
、
こ
Σ
に
行

ふ
べ
し
、

人
生
は
得
難
し
、
し
か
も
閃
光
、
ま
た
は
波
濤
の
如
く
、
さ
だ

め
な

し
、
そ
の
人
界
を
得
て
、

罪
惡
の
滅
盡
と
諸
の
輻
事

の
成
就
に
意
が
爲
ざ
る
べ
し
、
罪
に
よ
り

て
惡
趣
に
行
き
、
幅
に
依
り
て
善
趣
に
行
く
べ
し
、

惡
し
き
友
を
喜
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
意
は
罪
惡
に
動
轉
す
べ
し
、

そ
れ
ゆ
ゑ
に
、
惡
を
喜
ぶ
も

の
は
、
は
げ
t
き
諸
惡
を
も
爲

す
べ
し
、

そ
の
故
に
意
惡
し
く
罪
最
も
深
き
も
の
は
、
諸

の
正
法
を
非
難
す
べ

し
、

そ
れ
よ
り
、
法
の
妨
止
に
よ
り
、
惡
し
き
器
と
し
て
、
賤
劣
な
る
も

の
と
な
る
べ
し
、

そ
れ
よ
り
、
彼
れ
は
、
賤
劣
な
る
も

の
と
し
て
、
實
に
、

一
切
の
有

情
に
よ
り
て
非
難
せ
ら
る
、

失
望
に
制
伏
せ
ら
れ
て
、
愚
昧
、
無
氣
力

と
な
る
べ
し
、

氣
力
な
き
心
に
、
怠
惰
が
住
す
べ
し
、



怠
惰
な
る
も
の
は
、
決
し
て
、
如
何
な
る
法
、
叉
は
諸
徳
を
成
就
せ

.

ざ
る
べ
し
、

法
の
業

に
心
な
き
も
の
は
徳
な
き
も

の
と
し
て
、
何
を
か
爲
さ
ん
、

享
食
に

の
み
常
に
執
着
せ
る
も
の
は
畜
類
よ
り
も
劣
れ
る
人
な
り
、

が
の
徳

な
く
、
安
樂
に
食

へ
る
人
に
、
、
ま
た
、
何
の
用
が
あ
ら
ん
曳

耐
、
叉
は
徳
に
・も
、
決
し
て
、
-意
の
進
ま
ざ
ら
ん
人
は
♪
輻

へ
の
精

進
を
離

れ
た
る
も

の
と
し
て
㊦
惡
し
き
煩
惱
に
害
せ
ら
る
.

惡
魔

の
軍
に
碯
ま
さ
れ
、
う
ち
勝
た
れ
、
束
縛
せ
ら
る
、

惡
魔

へ
の
服
從
は
婦
人

へ
の
奴
隷
の
歌
態
と
な
る
べ
し
、

彼
れ
は
奴
隷
を
喜
び
家
畜
の
如
く
食
ひ
て
家

に
住
す
喝

彼
れ
は
決
し
て
法
を
聞
き
噂
ま
た
は
見
る
こ
と
に
も
努

め

ざ

る

べ

し
、

法
な
く
し
て
は
決
し
て
善
趣
に
行
か
ざ
る
べ
し
、

そ
め
故

に
法
に
於
て
行
ぜ
ん
た
め
、
輻
業

へ
の
努
力

を

檜

長

し

つ

つ
、

⑧

善
幅
を
得
ん
が
爲
め
に
三
輪
清
淨
に
よ
り
て
施
物
を
施
す
べ
し
、

施
與
に
依
り
て
、
法
は
成
就
し
、
法
よ
り
心
は
清
め
ら
る
、

清
淨
な
る
心
あ
る
も
の
は
は
戒
に
於
て
行
ぜ
ん
、

寶
鬘
警
喩
経
に
於
け
る
大
乗
思
想

戒
あ
る
も

の
は
實
に
賢
慮
な
る
べ
し
、

賢
者
は
忽
辱
を
修
習
す
べ
し
、

忽
辱
を
有
す
る
も
の
は
、

惡

に

勝

ち
、
事
を
行

ひ
、
事
に
巧
み
に
し
て
、
精
進
を
行
ず
べ
し
、
精
進
を

有
す
る
も
の
ほ
最

上
の
人
な
り
、

⑨

大
な
る
有
情
は
禪
定
を
得
べ
し
、
禪
定
を
得
た
る
者
は
、
梵
佳
者
な

り
、

正
念
あ
る
も
の
は
、
智
慧

(
般
若
)
を
成
就
す
べ
し
噂
智
慧
あ
る
も

の
は
、
實
に
諸
徳
の
佳
處
な
り
、

徳
を
知
る
も
め

は
種

々
の
方
便
に
依
り
諸
有
情
を
法
に
結
ぶ
べ
し
、

こ
の
幅
業

の
勢
力
に
依
り
、
菩
提
に
封
す

る
誓
願
を
行
ふ

べ
し
、

菩
提

へ
の
誓
願
の
心
に
依
り
、
十
力
を
成
就
す
べ
し
、

そ
め
十
力
に
依
り
て
、
甚
だ
恐
る
べ
き
惡
魔

の
諸
軍
を

征

服

す

べ

し
、

一
切
、の
魔
軍
に
う
ち
勝
ち
て
.
正
覺

の
智

を
得
べ
し
、

そ
れ
」よ
り

一
切
の
世
間
に
於
.て
法
輪
を
轉

す
べ
し
弗

か
く
法
を
轉
じ

つ
Σ
、
教
主
と
な
り
、
世
間

の
主
と
な
る
べ
し
、

一
切
世
間
の
利
釜
を
行
し
、
大
な
る
諸
輻

も
て
昌

へ
、
・常
に
か
く
善

趣
に
佳
し
て
正
覺
め
地
位
を
得
べ
し
、

甘



か
く
考
え
て
、
若
も
の
よ
、
汝
に
よ
り
か
く
の
如
く
善
事
に
於
て
行

ぜ
ら
る

べ
し
、

ど
、
以
上
、
佛
陀
が
、
怠
惰
な
る
童
兒
に
読
か
れ
し
教

誠

で

あ

る

が
、

こ
」
に
用
い
ら
れ
て
居
る
や
う
な
論
法
は
、
こ
の
文
學
を
通
じ

て
、
概

ね
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
論
法
を

フ
ェ
ー
ア
氏
は

㈲

一
種

の
連
鎖
論
法

(s
orite
)
で
あ
る
と
い
ふ
で
居
る
、

帥
ち
順
次

前
文
の
賓
辭
が
次
の
文
の
主
辭
と
な
り
て
読
明
せ
ら
れ
逾
に
あ
る
結

論
に
達

す
る
論
法
で
あ
り
、
條
理
整
然
た
る
も
の
が
あ
る
、
教
の
内

容
と
し
て
は
、
善
趣
に
生
れ
る
こ
と
を
理
想

と
す
る
や

う

で

あ

る

が
、
そ

の
善
趣
と
は
、
こ
の
文
學
で
は
概
ね
佛
國
を
指
す
や
う
.で
、

　善
逝
の
佳
所

(su
g
a
t�la
y
a
)
勝
れ
た
る
牟
尼
の
佳
所

(m
u
n
i-v
a
-

ra
n
ila
y
a
)
勝
れ
た
る
勝
者

の
住
所
(jin
a
v
a
ra
v
a
sa
ti)
佛
國
(bJ
亭

d
d
h
a
k
setra
)
極
樂

(S
u
k
h
�
v
a
ti)
等

の
名
稱
が
用

い
ら
る

Σ
、

こ
の
善
趣
に
は
、
法
な
く
し
て
は
決
し
て
至
り
得
な
い
、
法
に
於
て

行
す
る
爲
に
布
施
を
行
す
べ
く
布
施
行
に
依
り
て
法
を
成
就
し
、
法

か
ら
心
を
清
め
、
戒
を
行
し
乃
至
、
十
波
羅
密
を
行
し
て
正
覺
智
を

得
、

一
切
處
に
法
論
を
轉
じ
、

一
切
世
間
に
利
釜
を
な
し
、
常
に
善

趣

に
佳
し
て
正
覺
者

の
地
位
を
得
る
に
至
る
と
い
ふ
の
が
、
佛
の
読

八

法
の
綱
領
で
あ
る
。

次
に
、
本
經
の
第
二
話
は
百
縁
經

の
第
十
三
話
に
當
る
法
護

王
請

佛
洗
浴
縁

の
義
釋
で
あ
る
。
舍
衛
城
に
五
百
の
商
賈
あ
り
、
寶
所
に

至
り
、
歸
途
、
曠
野
に
入
り
、
徑
路
を
迷
失
し
、
暑
熱

に
値
ひ
、
渇

乏
し
、
死
の
恐
怖
に
震

へ
た
の
で
あ

つ
た
、
そ
の
時
」
諸
の
天
瀞
に

所
る
に
皆
、
感
應
が
な
か
つ
た
、
そ
の
時
、

一
人
の
優

婆

塞

が

あ

り
、
衆
に
曰
く
、
決
し
て
失
望
す
る
勿
れ
、
大
難
に
遇
ふ
も
、
堅
忽

を
以
て
苦
を
救
ひ
得
る
で
あ
ら
う
、
堅
忍
を
持
し
て
"
必
ず
佛
陀
を

念
ぜ
よ
、
佛
陀
こ
そ
世
間

の
主
で
あ
り
、
救
主
で
あ
り
、
,
一
切
の
同

情
者
で
あ
る
、
わ
が
語
を
聞
き
て
、
佛
陀
を
念
ぜ
よ
と
、
こ
の
語
を

聞
い
て
、
凡
て
の
商
賈
等
は
佛
を
念
じ
、
そ
の
救
ひ
を
所
つ
た
、
こ
Σ

に
佛
陀
は
彼
ら
の
爲
め
に
、
大
雨
を
降
ら
し
、涼
風
至
り
、
熱
渇
除
く

こ
と
を
得
た
、
か
く
て
、
五
百
の
商
賈
は
、
佛

の
許
に
至
り
、
法
を

聞
か
ん
こ
と
を
欲
し
た
、
茲
に
於
て
佛
は
、
読
法
し
て
開
悟
せ
し
め

た
、
こ
の
時
、
諸
の
比
丘
は
、
佛
が
今
生

に
於
て
諸
の
商
賈

の
爲
め

に
大
雨
を
降
し
て
之
を
救
ふ
に
至
つ
た
因
縁
を
教
示
さ
れ
ん
こ
と
を

請
ひ
、
佛
は
そ
の
因
縁
を
解
諡
し
給

ふ
た
、
昔
時
、
栴
壇
と
名
く
る

佛
が
あ

つ
た
。
あ
る
都
城
に
入
り
衆
生
の
利
釜
の
爲
め
に
菩
提
行
を



読
き
、

比
丘
衆
と
共
に
あ
る
精
舍
に
留
ま
ら
れ
、
そ
の
時
、
其
國

の

王
、
佛
陀

の
來
り
給
ふ
を
開
き
、
諸
臣
と
共
に
喜
ん
で
其
の
所

に
至

り
、
近

い
て
佛
を
禮
す
、
そ
の
時
、
佛
は
初
中
後
善
な
る
最
高
の
法

を
詮
か
れ
た
、
今
そ
の
読
法
を
梵
文
よ
り
拙
譯
を
試
む
れ
ば
下

の
如

く
で
あ

る
。

王
ぱ
、

こ
の
世
に
於
て
堅
實
な
る
法
を
、
常
に
怠
り
な

く

聞

か

れ

よ
、

世
間
は
法
に
依
り
て
勝
た
れ
、
法
に
依
り
て
天
界
に
昇
り
得
べ
し
、

そ
九
故

に
敬
ひ
て
、
常
に
人
民
を
保
護
す
べ
し
、

人
民
保
護

の
誓
行
は
諸
,の
王
の
根
本
の
法
な
り
と
諸
の
賢
人
は
去

へ

り
、

臣
民
保
護

の
誓
行
を
捨
て
Σ
、
他
の
多
く
の
誓
行
を
何
に
か
せ
ん
、

さ
れ
ば

王
汰
、
御
身
は
善
法
に
於
て
庶
民
を
守
ら
る
べ
し
、

御
身
、
常
に
十
不
善
業
よ
り
防
ぎ
、

庶
民
を
法
に
結
ぶ
べ
し
貞
そ
の
功
徳
に
よ
り
御
身
は
解
脆
せ
ん
、

初
め
に
庶
民
に
、
正
覺
位
の
因
た
る
施
與
を
行
は
し
め
よ
、

そ
の
功
徳
に
依
り
、
庶
民
は
盛
ん

に
、
善
に
於
て
行
ず
、

費
鬘
警
喩
経
に
於
け
る
大
乗
思
想

世
間
、
善
業
を
喜
ぶ
に
依
り
、
そ

の
功
徳
も
て
王
は
昌
ゆ
る
な
り
、

こ
の
故
に
自
ら
施
與
を
な
し
て
、
無
民
に
戒
を
行
ぜ
し
む
べ
し
、

戒
に
よ
り
て
身
は
清
ま
り
、
身
清
ま
れ
る
も
の
は
賢
慮

と

な

る

べ

し
、

よ
き
思
慮
あ
る
も
の
は
、
忍
辱
に
よ
り
諸

の
敵
に
勝

ち

て
っ

輝

や

く
、

こ
の
故
に
精
進
力
に
よ
り
て

一
切

の
有
情

を
幸
安
に
定
着

す
べ
し
、

そ
れ
よ
り
颯
惱
に
打
勝

ち
、
靜
慮
し
て
、
菩
提
を
成
就
す
べ
し
、

菩
提
誓
願
の
心
も
て
行
す
る
も
の
は
智
慧

を
成
就
す
べ
し
、

そ
れ
よ
り
智
慧
者
は
諸
の
方
便
に
よ
り
世
問
を
菩
提
に

定
・着

す

べ

し
、

そ
れ
よ
り
諸
魔
に
打
勝
ち
て
正
覺
智
を
得

べ
し
、

そ
こ
に
て
六
瀞
通
を
得
て
十
地
の
主

と
な

る
べ
し
、

そ
れ
よ
り

一
切
の
三
界
の
佳
者
だ
ち
を
從

へ
、

善
逝
の
法
に
立
た
し
め
、
自
ら
は
浬
槃
を
行
ず
べ
し
,

大
王
よ
、
か
く
の
如
く
、
浬
槃

地
の
成
就
を
知
り
て
、

御
身
に
涅
槃

へ
の
希
望
あ
ら
ば
、

こ
れ
ら

に
於
て
行
ず

べ
し
、

そ
れ
よ
り
御
身
に
幸
蓮
あ
り
、
常
に
世
聞

の
幸
福
を
得
べ
し
、

九



次
第
に
婆
羅
密
多
を
滿
し
て
涅
槃
を
得
る
に
至
る
べ
し
、

涅
槃
は
最
高

の
智
な
り
、
浬
槃
は
最
高
の
安
樂
な
り
、

浬
槃
は
最
嚇高

の
幅
な
り
、
浬
槃
は
冖最
高
の
依
所
な
か
、

か
く
n
實

に

"
切
の
善
行
を
浬
槃
の
因
な
り
と
知
り

て
、

か

く

自

ら
、
法

に
立
ち
、
庶
民
を
も
ま
た
導
く
べ
し
.

.
以
上
が
佛

の
王
に
樹
す
る
藐
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
王
は
佛
及

び
僣
衆
を
供
養
す
る
こ
と
Σ
な
る
、
其
後
、
天
雨
ら
ず
、
飢
渇
に
苦

七
む
に
至
り
て
諸
神
に
所
り
て
感
應
な
く
、
茲
に
佛
は

一
切
の
有
情

愛
保
護
す
る
が
故
忙
、
佛
を
僭
衆
と
共
に
奉
事
し
て
、
浴
池
に
於
て

洗
浴
し
、
大
供
養
を
な
し
て
禮
敬
す
れ
ば
、
佛
は
降
雨
と
豊
饒
と
を

致
℃
て
必
ず
至
る
處
に
幸
安
を
與

ふ
べ
く
、
吾
ら
は
正

法

を

持

し

て
、
聞
譽
、
功
徳
、
安
樂
を
得
て
、
終
り
に
は
極
樂
に
至
り
得
べ
し

と
信
じ

て
、
栴
檀
佛

に
乞
ひ
其
許
し
を
得
て
、
佛
を
洗
浴
、
供
養
し

奉
つ
た
、
佛
は
そ
の
教
信
に
依
り
天
雨
を
降
ら
七
、
至
る
所
に
豊
饒

を
も
た
ら
し
た
。

ご
Σ
に
於
て
王
は
佛
恩
を
思
ひ
.
佛
の
爪
髪
を
乞

ひ
∩
塔

を
建
て
禮
拜
供
養
し
、
そ
の
功
徳
に
依
り
、
衆
生
を
度

せ
ん

ど
の
誓

願
を
起
し
、
そ
の
塔
を
洗
浴
し
て
敬
事
し
た
、
か
く
因
縁
を

語
り
"
わ
れ
ば
そ
の
時
の
王
で
あ
り
、
そ
の
な
し
た
功

徳

力

に

依

一
〇

り
、
今
も
天
雨
を
降
ら
し
て
至
る
所
、
災

害
な
く
豊
饒
な
ら
し
め
る

を
得
る
で
あ
る
と
告
げ
た
の
で
あ
る
。

以
上
第

一
話
、
第
二
話
の
大
乗
思
想
を
概
觀
し
た
の
で
あ
る
が
、

先
に
述
べ
た
百
縁
經
の
第
四
十
三
話
で
あ
る
惡
見
不
施
水
墮
餓
鬼
縁

に
當
る
の
が
本
經
の
第
四
話
で
あ
り
、
こ
の
読
話
は
、
水
を
施
さ
な

か
つ
た
惡
見
女
が
餓
鬼
と
・な
り
て
苦
し
む

の
で
あ
る
が
、
阿
難
が
如

何
に
し
て
こ
.の
女
の
罪
よ
り
解
脱
し
て
救

は
る
N
か
を
佛
に
問
ふ
、

佛
之
に
答

へ
て
、
三
寶
を
念
す
る
な
ら
ば
世
自
在
者

(lok
eﾇ
v
ara
)

が
現
は
れ
、
そ
の
光
を
以
て
彼
の
女
に
觸

れ
る
で
あ
ら
う
、
そ
れ
よ

り
彼
の
女
は
智
慧
あ
る
も

の
と
な
り
安
纓
を
得
て
驚
く
の
で
あ
る
が

世
自
在
者
は
そ
れ
を
見
て
彼
女
を
覺
す
へ
く
近

つ
き
己
が
身
よ
り
、

流
れ
出
で
し
め
た
る
水
や
種

々
の
食
物
も
て
彼
女
を
飽
か
し
め
そ
れ

よ
り
聖
道
を
示
し
、
法
の
読
示
を
聞
か
し
め
る
の
で
あ
る
、

こ
れ
よ

り
佛
は
世
自
在
者

の
種
浸
の
功
徳
を
説
き
、
極
樂
の
名
は
本
読
話
に

於
て
實
に
二
十
回
以
上
も
出
つ
る
の
で
あ

る
。
別

の
機
魯
に
本
話
を

和
譯
し
た
い
と
思
ふ
o

寶
鬘
譬
喩
經
の
大
乘
思
想
を
そ
の
二
三

の
読
話
の
中
よ
り
引
用
和

譯
し
た
の
で
あ
る
。



絡
り

に
、
前
述

の
如
く
、

ス
パ
イ
ェ
ル
氏
は
梵
文
百
縁
經
の
標
題

の
下
に
、
小
乘
に
屡
す
る
と
明
記
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

も
と
南
條
目
録
に
據

つ
た
も

の
で
、
南
條
目
録
は
閲
藏
知
津
の
分
類

を
引
用

し
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
百
縁
經
の
内
容
に

一
致
す
る
と

は
去

へ
な
い
、
前
文
に
擧
げ
た
二
三
の
諡
話
の
如
く
、
百
縁
經

の
第

凵
晶

は
菩
薩
授
記
品
乏
名
け
、
十
話
を
含
む
の
で
あ
る
が
、
何
れ
も

種

々
の
入

々
が
、
種

々
の
名
の
つ̀
く
佛

と
な
る
こ
と
を
佛
か
ら
授
記

を
受

け
る
物
語
で
あ
つ

て
大
乘
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
そ

の
誓
願
の
文
は
5各
處
に

「
と

の
善
根
功
徳
を
持
ち
、
未
來
世
の
中
、

盲
冥

の
衆
生

の
爲
め
に
眼
目
と
な
り
、
歸
依
無
き
者
の
た
め
に
歸
依

ほ

び

と
な
り
、
救
護
な
き
者

の
爲
に
救
護
と
な
り
、
未
だ
解
脆
せ
ざ
る
も

の
、
爲

に
解
脱
を
作
し
、
未
だ
安
穩
な
ら
ざ
る
者
の
爲
に
安
穩
を
作

し
、
未
だ
浬
槃
せ
ざ
る
も
の
を
涅
槃
せ
し
む
」
と
い
ひ
、
叉
、
佛
が

微
笑
し
給
ふ
と
き
、
そ
の
面
門
よ
り
五
色
の
光
を
出
し
、
佛
を
繞
る
こ

と
を
三
匝
に
し
て
還
び
入
る
の
で
あ
る
が
、
聲
聞
覺
を
授
記
す
る
時

・は
、
み

口
よ
り
入
り
.
縁
覺
を
授
記
す
る
時
は
眉
間
よ
り
入
り
、
成

佛
を
授
記
す
る
時
は
頂
よ
り
入
る
と
す
る
、
叉
、
各
處
に
於
て
そ
の

読
話
を
読

か
れ
し
時
、
須
陀
沍
を
得
る
も
の
、
斯
陀
含
、
阿
那
含
、

寶
鬘
警
喩
経
に
於
け
る
大
乗
思
想

阿
羅
漢
を
得
る
も

の
あ
り
、
辟
支
佛
心
を
發
す
も
の
あ
り
、
無
上
菩

提
心
を
發
す
も
の
あ
り
と
述
べ
ら
れ
て
居
る
、

以
上
に
依
て
百
縁
經
が
純
小
乘
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、

こ
れ

を
義
釋
す
る
譬
喩
鬘
文
學
が
、

一
暦
、
大
乘
的
に
進
ん
だ

こ
と
は
既

に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
o
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